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～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

10月18日（日）作文コンテスト表彰式を開催しました！

“社会を明るくする運動”“社会を明るくする運動”“社会を明るくする運動”

　すべての国民が犯罪や非行の防止
と罪を犯した人たちの更生について
理解を深め、それぞれの立場におい
て力を合わせ、犯罪や非行のない安
全で安心な明るい地域社会を築こう
とする全国的な運動です。

《“社会を明るくする運動”とは》《“社会を明るくする運動”とは》

作文コンテスト表彰式（中学生の部）

作文コンテスト表彰式（小学生の部）

① 犯罪や非行を防止し、安全で安心
して暮らすことのできる明るい地
域社会を築くこと
② 犯罪や非行をした人が再び犯罪や
非行をしないように、その立ち直り
を支えること

“社会を明るくする運動”豊島区推進委員会では、例
年７月の強調月間に、中央大会「区民のつどい」を開
催するほか、地区大会として区内１２地区の青少年育
成委員会を中心に各団体の協力のもと、様々な趣向
を凝らしたＰＲ活動を実施しています。
今年は、新型コロナウィルスの影響で多くの行事・催
しが中止となりましたが、「いのち」「社会を明るくする
運動」をテーマに募集した作文コ
ンテストには、豊島区立の小中学
校の児童・生徒の皆さんからたく
さんの応募をいただきました。応
募作品の中から、優秀作品を紹介
します。

《行動目標（この運動が目指すこと）》《行動目標（この運動が目指すこと）》

警視庁（巣鴨署・池袋署・目白署・巣鴨少年セ
ンター）、東京商工会議所豊島支部、東京都薬
物乱用防止推進豊島地区協議会、豊島区、豊島
区環境衛生協会、豊島区教育委員会、豊島区更
生保護女性会、豊島区商店街連合会、豊島区青

少年育成委員会連合会、豊島区町会連合会、豊
島区BBS会、豊島区保護観察協会、豊島区保護
司会、豊島区民生委員・児童委員協議会、豊島
区立小学校PTA連合会、豊島区立中学校PTA連合
会

“社会を明るくする運動”豊島区推進委員会（50音順）

「第70回“社会を明るくする運動”」
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社会を明るくするために、私達一人一人が出来る事とは、何で
しょうか。
私は、この事について、昨年、とても良い経験をしました。
突然ですが、皆さんは、学校に漫画を持って来ても良いと思い

ますか？
ある日、クラスの一人が、学校に漫画を持って来ました。
数日すると、漫画を持ってくる子は、1人から2人、5人、6人、と

増えてきました。
楽しいストーリーの漫画を持って来る人、怖いイラストが描か

れた表紙の漫画を持って来る人等、色々で、中には、その怖い表紙
を見るのがいやで、その漫画が置かれている机の前を通りたくな
い、という人もいました。
そして、漫画を持って来る人数がさらに増えて来た時に、先生は、
「みんなで話し合いをしよう。」
と、クラスのみんなに呼びかけました。
漫画を持って来たいという意見・持って来てはダメ、と言う意見

が出ましたが、その中に、「休み時間の間だけ読む、授業が始まっ
たら読まない、という約束を守る事が出来るのなら、漫画を持って
来てもいいのではないか。」という意見が出て、みんなも「そうだ
ね。」と言い合い、「みんなでこの決まりを守れるのなら、持って来
ても良い事にしよう。」というルールが、決まりました。
しかし、1週間たつと、次第に、ルールを守れない人達が現れ始

めました。漫画を読む事が楽し過ぎて、授業中にも読んだり、休み
時間が終わる時には漫画をしまう約束だったのに、出したままにし
ておいたため、他のクラスの人も、漫画を持って来ている事に気
が付き始めました。
本当にこれで良かったのかな、と、みんなは、決めた事と、実際

のみんなの行動が少しずつ違ってきている事、そして、漫画を持っ
て来る事に、違和感を覚え始めました。
私達は、もう一度、話し合いました。この時には、クラス全員が、

漫画を学校に持って来ると、授業中にも読みたくなるし、他のクラ
スの人にも気まずい、と感じていました。
「やっぱり漫画を学校に持ってくるのはやめよう。」
私達は、みんなで最後にそうルールを決めて、次の日から、私達

のクラスは、誰も漫画を持って来なくなりました。

クラスは、それぞれ個性を持った人々の集まりであり、様々な考
えを持った人がいます。その中で、今の私達に最も良いと思える
ルールを考え、みんなで実行することの難しさと、最後の結論にた
どり着けた時の、ほっと、心がやわらかくなる感覚を知りました。
私がもう一つ経験したのは、体育の球技の授業でした。
偶然にも、強いチームと弱いチームに分かれてしまいました。私

がいたチームには、球技を習っている子が多くいたため、どの試合
でも勝利する事が出来ましたが、弱いチームは、運動が得意な子
が少なくて、と中で泣いてしまう子まで出てしまいました。
私は強いチームにいたけれど、球技が苦手だったので、試合中

は得点に結びつく行動は何も出来ず、試合に勝っても、なぜか嬉し
くありませんでした。負けてしまった弱いチームの人達は、同じ時
に、どんな気持ちだったでしょう。
授業が終わってから、負けてしまったチームの一人が、「明日も

試合があるから、自分達でルールを作って、楽しく戦おうよ。」と
チームメイトに呼びかけ始めました。
「点を取れたら笑顔でハイタッチ！点を取れなくても笑顔。いつ
でも声をかけ合おう！」
そんな風に、チームの中で励まし合うルールを作っていました。
次の日の試合で、彼らはやっぱり負けてしまっていたけれど、

ずっと笑顔で、自分達のやれる事をあきらめずにがんばってやり
切りハイタッチをしていました。
自然災害や感染症など、私達には、これからも「こんな時にはど

うしたらいいのだろう。」と、とまどい、不安に思う事がたくさん起
こるのだと思います。
社会は、個性や考え方の違う人々の集まりであり、自分にとって

心地良い環境や方法でも、自分ではない誰かにとっては、違う場
合があるのだという事を忘れてはいけません。
一人とは、ひとりぼっちという意味ではなく、「社会の人々の内

の一人」であり、「世界中の人々の内の一人」なのです。
私達は、毎日、どんな小さな出来事からも、失敗や成功、次へ活

かせる事を多く学んでいます。一人一人の経験、学び、思いやりを
集めて、時には立ち止まって考えながら、みんなで、ほっと心地良
く過ごせる環境を作る事が、社会を明るくする事につながるのだ
と思います。

　東京オリンピックパラリンピック一色になるはずだった令和2
年。年が明け、2月の終わりになったとき、新型コロナウィルス感
染拡大防止のため学校が突然休校になった。
　5年生のまとめも終わっていないのに学校へ行けなくなった。
私たちが自宅学習をしているうちに、6年生は卒業してしまった。
練習を重ねたリコーダー演奏で入場してもらうことも、卒業生と
在校生とでお別れの掛け合いをすることもなく、卒業式の日は
ただ家にいた。
　新学期を迎えた。4月になればと我慢を続けた自宅待機が明
け、迎えた待望の新学期だ。
　ところが感染拡大は止まず、国から緊急事態宣言が出た。最
高学年としての自覚を持ち、新入生を迎える第一歩の入学式に
も出席できず、知らないところで入学式は終わっていた。
　始業式では先生と友達と一瞬だけ6年生になった喜びを分か
ち合い、翌日からまた休みになった。予定では連休明けまでに何
日か登校日があり、給食が食べられるはずだったが、その給食は
中止になった。献立表だけが残った。毎日の献立には「牛乳」と書
いてあった。
　人類にとって世界規模で大変なことになっていることは理解
したが、正直そのとき一番気になったのは牛のことだった。
　昨年の夏、移動教室で立科へ行った。事前学習で、私の班は牛
について調べた。牛の種類、食べ物、病気、牛乳が乳製品に加工
されるまでなどを調べ、牛を身近に感じ、命に感謝をする学習が
できたと思う。
　立科にはたくさんの牛がいた。草をむしって顔に近づけるとム
シャムシャと食べた。大きな黒い目でときどきこちらを見ながら
草を食べていた。とてもかわいかった。
　乳牛は草を食べ、子牛を産み、約300日間、乳を出し、乳を出
すためにまた子牛を産み、乳を出す。乳牛の寿命といわれる5、6
年を精一杯生きている感じがした。
　そのとき教えてもらったのが、乳牛は乳が出なくなると肉牛に
なるということだった。肥料や革製品にもなるという。悲しかった
が、乳牛としての一生を全うしてお肉になったら、私たち人間が
おいしく食べ、それをエネルギーにしていろんなことを頑張れば、
牛の命を大切にいただいたことになるのかなと思った。
　また、乳を搾り続けられずに病気になった牛は年齢が若くても

殺処分されてしまうということも学んだ。
　2016年の熊本地震では搾乳場が停電。酪農家は自家発電機
を使って搾乳を続けた。牛は毎日搾乳しないと病気になるため、
搾乳した牛乳を2日間で13トンも廃棄したそうだ。
　それでも牛の飲み水は不足し、道路の損壊により輸送もストッ
プ。飼料は届かず乳の出が悪くなったたくさんの乳牛が殺処分
された。
　今回の休校で給食が中止になったということは、私たちが飲
むはずだった牛乳は、牛はどこへいったのか。立科で草を食べて
いた乳牛はどうしているのか。そればかり考えていた。
　「ご家庭の牛乳を1本多く買っていただければなんとか牛を殺
さずに済みます」
　ニュースで酪農家の人が必死に訴えていた。私は母に「牛乳
を買うときは1本多く買って。1杯飲むときに2杯飲むから」と頼
むことしかできなかった。
　4月の終わりごろ、「給食用牛乳を加工、販売へ」という見出し
が新聞に躍った。牧場周辺の人が協力してヨーグルトやミルク
バターを作ったり通販で売ったりしているそうだ。
　今、三密を避け、都内のカフェは閉まっている。私も母とよく行
くが、カフェが好きな人は多くいつも混んでいる。飲み物を作る
工程を見ていると、頻繁に冷蔵庫から牛乳を取り出している。こ
こでも牛乳は大活躍なのだ。でも今、カフェは閉まっている。冷
蔵庫の牛乳はどうなってしまったのか。牛は・・・。
　そこで登場したのが「おうちカフェ」。「ダルゴナコーヒー」「ダ
ルゴナココア」だ。家でカフェのような飲み物が作れると大人気。
　作り方は、インスタントコーヒー（またはココア）、お湯、砂糖を
小さじ2杯ずつペットボトルに入れ力いっぱい振ると、クリーム状
の泡ができる。これをグラスに注いだ牛乳にのせたらできあが
り。見た目も味もカフェ感満載だ！これで牛乳の需要が増える！
　いろいろな人の協力と知恵で牛は死なずに済んだだろうか。
学校が再開され、またみんなでおいしく給食を食べられる日ま
で、生きていてくれるだろうか。
　自分の命も人の命も牛の命もみんな大切な命。すべての命を
守ること、与えられた命に感謝しながら生きていくことの大切さ
を自宅で学び、6年生の1学期が始まった。

「社会を明るくするために」 人の命、牛の命、大切な命

私は、「社会が明るくなる」とは「みんなが笑顔になって
いる」ということと同じだと思う。なぜそう思うのかという
と、自分のした少しの行動でみんなが笑顔になり、その
場が明るくなったという経験をしたことがあるからだ。
その経験とは、私が小学5年の1学期のことだった。私

はその日、遠出のために父と電車に乗っていた。その電
車は、立っている人はいなかったが座席が2、3席空いて
いるくらいの人の数だった。私と父は座席にすわり、席順
は、左から父、私、そして若い女の人が私の右どなりに
座っていた。父の左どなりの席は空いていた。乗ってから
5分くらいたつと、駅で別の若い女の人が入ってきた。す
ると、私の右どなりにいた女の人の目の前に立った。どう
やらその女の人2人はこの駅で待ち合わせていたらしく、
2人でおしゃべりをはじめていた。もちろんのこと、立っ
ている女の人は座りたいのだと思う。そして、私がどけば、
女の人2人は並んで座り、しゃべることができる。そこで
私はとっさに席を立ち、
「ここ座っていいですよ。」
と言って席をゆずり、父の左どなりの空いている席に
座った。すると、
「す、すみません。」
という声が聞こえた。立っている女の人の声だった。そ
のすぐ後、
「ありがとうございます。」
という声が聞こえた。今度は座っていた女の人の声
だった。私はそもそもお礼を言われるほど大したことは
していないと思っていたので、言われたときはびっくりし
たし、うれしくなって思わず、
「ありがとうございます。」
と小さな声で言った。すごくスッキリした気分になった。
私が我に返ると、なんとなくその車両の人たちが私のこ
とを見ている気がした。きっと小5の私が若い女の人に
席をゆずったことにおどろいたのだろう。他の人にも認
めてもらえた気がして少しほこらしかった。そして、その

10分後、女の人2人が電車を降りた。降りるときも、
「さっきは、ゆずってくれてありがとうございました。」
「ありがとうございました。」
とお礼をしてくれた。私は笑顔で、
「どうも」
とこたえた。すると、少しだけだけれどその車両全体が
明るい雰囲気になった気がした。
このように、自分のした少しの行動で、すてきな事が
待っていると思うと、「がんばってみよう！」と思うだろう。
でも、私はあとから、「なんであのとき、とっさに立てたん
だろう？」と思った。その疑問をもったまま、私は次の日池
袋の塾に行くために電車に乗っていた。そして、その時
私の疑問が解ける出来事が起こった。
それは、昨日の自分と同じ状況の大人を見た、というこ

とだ。すると、その大人の人は私と同じように席を立ち、
手で「どうぞ」とやっていた。そう、私は日頃から電車の中
でこのような心の優しい大人を見てきたのだ。私はいつ
も少なくとも1ヶ月に12回は電車に乗る。そしてそんな
大人を見ていると、いつでも心の中で「私もあんな大人
になれたらなぁ」「すてきな人だなぁ」と思うのだ。
だから私は、このような経験をしたことではじめに述べ
たように、「社会が明るくなる」は、「みんなが笑顔になっ
ている」と同じだと思った。そして、今、小学生のうちから
するべきことは「すてきな大人を探す」ということではな
いだろうか。すてきな大人を見つけて、その人のいいと
ころをまねすれば、人に席をゆずるくらい、簡単になると
思う。逆に、「悪い大人」を探すことも重要だと私は思う。
例えば、テレビを見ていると、犯罪のニュースがながれる
ことがある。そんなニュースこそ、あえて耳を傾けてみ
てほしい。そうすれば、「こんな大人にはなりたくない！」と
強く思うだろう。
だから私は、大人たちを参考にして、自分のいいとこ

ろ・悪いところを見つけて、たくさんの人を笑顔にできる
ような大人になりたい。

みんなを笑顔に
推進委員長賞 常任委員長賞 優秀賞

みなさんにとって命とは何ですか？かけがえのな
いもの。一つしかないもの。一人一人が大切にしな
くてはならないもの。色んな考えがあると思います。
そんな尊い命が簡単に奪われてしまうということは
たくさんあると思います。世界には、私たちと同じよ
うに何も不自由がなく暮らしている人の他、私たち
にとって当たり前なことがそうではなく生きている
人がたくさんいます。例えば、清潔な水が飲めず、体
に良くない汚い水を飲んでいる人がいたり、小さな
子供が十分な環境で育つことができず、幼いうちに
亡くなってしまうことがあります。こういった世界の
問題の他、日本ではいじめやＳＮＳでの誹謗中傷に
よって自ら命を絶つ人がいます。最近の話ではプロ
レスラーの木村花さんがＳＮＳでの誹謗中傷により、
自ら命を絶ってしまったという出来事がありました。
私はこの話を聞いて見知らぬ人からの些細な言葉
で人を傷つけ死にまで追い詰めてしまうのだと、言
葉は一歩間違えてしまえば凶器になってしまうのだ
と改めて考えさせられた気がします。相手に顔を知
られていないから、名前を知られていないからと
いってＳＮＳで誹謗中傷をすることは立派な犯罪だと
思います。普段なら相手に面と向かって言えない言
葉をＳＮＳを利用して知らない相手を傷つけるよりも、
温かい言葉でお互いを励まし合ったり、支え合った
りするために利用するのがＳＮＳの正しい使い方だと
思います。みんながもう一度ＳＮＳの使い方を見直し
て、正しく利用することができれば、ＳＮＳは誹謗中傷
をする場所ではなく、色んな意見を出し合い、励まし
支え合うことができる場所になれば、逆に人を助け
ることだってできると思うし、助けられることもある

と思います。そうすることによって人と人が助け合っ
て暮らしていける世の中をつくっていけるのではな
いかと考えました。
私は、学校で起こるいじめも誹謗中傷と同じだと

思います。例えばよくある陰口などです。直接相手
に言うことができないからと言って陰で言うという
のは直接相手に言うよりもひどいと思います。学校
では、気が合う人ばかりと生活している訳ではあり
ません。なので自分と意見が異なる人もたくさんい
ると思います。でも、自分とは違うことを理由に陰口
を言うことによっていつのまにか相手が傷ついてし
まったり、自殺まで考えてしまうことだってあります。
自分が悪気がなく言った言葉や、とってしまった態
度のせいで相手がどう思うのかしっかり考える必要
があると思うし、いじめも他人事では絶対ないので、
一人一人が相手の事をよく考えるのと、思いやる気
持ちを大切にしていくことが、もっとよりよい学校生
活を送ることにつながるのではないかと考えました。
見知らぬ人からのちょっとした言葉。例え一言で

も簡単に傷つく心。みなさんは人を傷つけるために
酷い言葉を出しますか？それとも相手を励ましたり、
支えるために優しい言葉をかけますか？言葉には相
手を支える力があります。人を殺すために使うので
はなく、お互いが頼り、頼られる関係を築くために人
の心を支えることができる素敵な言葉を使ってみま
せんか？

命の重さと大切さ

小学生のころから、この社会を明るくする運動の
作文コンクールに参加しています。このコンクール
の時期がくると毎回、私は
「社会を明るくするために、自分はどんなことがで
きるだろう、明るい社会とはなんだろう。」
と自分なりに考えます。今まで社会を明るくする
ために私は間違っていることをした人には注意する
ことが正しいと思っていました。でも中学生になり、
自分の考え方が変わっていきました。
私は小学生のころから委員会の委員長などを

やっていたこともあり、自分の考えを言葉にし相手
に伝える事が得意でした。しかし、この世界にいる全
員が自分の考えを伝えることができるとは限りませ
ん。反対に他人に自分のやっていることが間違って
いると言われる、自分が良いと思ってやったことを
否定されると、少しイラッとしませんか。私はします。
自分が努力して考えた結果にしたことを他人に口だ
けで否定されたら、
「それなら、あなたがやれば？」
と思ってしまいます。もちろん、社会やみんなと決
めたルールを破った人がいたら、その人は言いわけ
をせずに謝るべきです。
私が考えたのは「だれかがポイ捨てをしていたら

注意するのではなく、かわりに自分が捨ててあげる」
という例です。人に話しかけにくい人でも言葉にす
るより行動する方が簡単にできるのではないでしょ
うか。そして、このポイ捨ての例だと自分がごみを
拾い、捨てている姿をだれか一人は見てくれるはず。
もちろん何度も行動していても一人だけかもしれ
ません。自分の行動を見てくれた人がまねをして、

またそれを見た人がまねをしてと続けば、その周り
は多少明るい社会に近づくと思います。少し前にも
日本人がスポーツの試合会場に落ちているごみを
拾い、それを見ていた人が世界に発信したという
ニュースがあり、私にも似た出来事がありました。
私が学校に通常の登校時間より早く登校した時

にある先生が落ち葉はきをしていて、それを見た私
が手伝っていると、登校してきた私の友人が
「さすがだね。私も手伝うよ。」
と言ってくれたことです。とてもうれしかったです。
そして、この言葉をたくさんの人が言ってくれ、落ち
葉はきを楽しみ、終わらせることができました。
このように自分から動くことで周りの人を動かせ
る可能性があります。人に言われて行動するのでは
なく、自分で考えて行動したり、人を見て学んで行
動したりする方が、自分や周りのモチベーションが
上がるのではないでしょうか。
私はこれから、この作文に書いたことがうそにな

らないよう、人と接する時は、口だけでなく行動にも
表していきます。そして、この私の作文を読んでくれ
た人、一人でも学んで、自分から行動して、社会が少
しでも明るく近づいてくれますよう願っています。

言葉にするより行動する
常任委員長賞 優秀賞

なぜ、世の中から犯罪が無くならないのだろうか。新型コ
ロナウイルスによって世界中がこれほど混乱している今こ
の時でさえ、事件は絶えることなく起こり、報道されてい
る。
コロナ関連のニュース一色の毎日でただでさえ気が滅
入るのに、その上詐欺や窃盗が増えていると聞くとさらに
落ち込んでしまう。これは私だけではないと思う。世の中は
これまでになく暗くなっているのではないだろうか。こんな
状況の中で少しでも世の中が明るくなるにはどうすればい
いのだろうか。
ウイルスは目に見えない菌との戦いで、一人一人が感染

しないように手洗いうがいをしたり、人との距離を保ったり
と個人の心がけが大切だ。一方で、犯罪は人が起こすこと
だから、個人の心がけだけでなく周りから対策をすることで
犯罪を少なくすることが出来るのではないだろうか。
自分なりに犯罪を少なくする方法をいくつか考えてみ

た。1つ目は犯罪に対して罰をさらに重くするというもの
だ。こうすれば気軽に窃盗などに手を出さなくなるのでは
ないだろうか。一方で、これが行き過ぎてしまうと、私たち
国民の自由もなくなるのでこれは難しいのかもしれない。
2つ目は「教育」の力で、私たち若い世代に犯罪はいけな

いことだということを何回も繰り返し丁寧に教えることだ。
学校でも道徳や特別授業などで学ぶ機会はあるがまだま
だ少ないように思う。小さい頃から繰り返し学ぶことで犯罪
は減っていくのではないだろうか。
3つ目は「地域の目」を強くすることだ。私の住んでいる
町会では2、3カ月に一度、防災訓練を実施している。その
時に近所の人の顔や名前を覚えたり仲良くなったりするこ
とが出来る。また自分から積極的に「こんにちは」「こんばん
は」などの挨拶を近所の人にすることで「地域の一員」とし
てお互いに「見られている」「守られている」という意識が生
まれてくるのではないだろうか。

また、私が入部している吹奏楽部では毎年8月に『社会を
明るくする運動』としてコンサートを開催している。最初参
加すると聞いた時にはなぜこれで社会が明るくなるのかよ
く分からなかった。しかしコンサート当日に多くの地域の人
が来てくれて、毎年楽しみにしてくれているということで大
いに盛り上がった。この会場の熱気と明るく優しい雰囲気
に包まれて、地域の力とはとても大切なのだなと実感した。
そして、今最も大事なのは「正しい情報を発信する」「正し

く情報を受け取る」ことではないだろうか。最初に書いた通
り、最近は窃盗やコロナウイルスに便乗した詐欺が増えて
いるようだ。こうした非常事態の時でも犯罪を犯してしまう
人がいると知り悲しくなる。だから、こうした犯罪を減らす
ために「正しい情報の発信」をして特に高齢者が詐欺に合わ
ないようにしていくべきだと思う。区から詐欺や窃盗の注
意メールが毎日来てはいるが、携帯を持たない高齢者も多
いので、テレビやラジオはもちろん掲示板や回覧板など出
来る限り情報を発信していくべきだと思う。
今はコロナ一色の毎日で私も自粛で一日中家で過ごし

ている。日本は外国の様にロックダウンはせずに「自粛要
請」で強制ではない。
だがしかし、日本人はほとんどの人が自粛を守っている。
都知事が3日に一度の買い物を呼びかけただけで、買い物
客が目に見えて減ったとテレビで見た。これは先に書いた
日本の「教育」の効果の表れだと思う。買い物に限らず、一
人一人が心がけることを多くの人が行うことで、こうして大
きな力になる。これはコロナウイルスだけでなく社会から
犯罪を減らすことにも通じる大事なことなのではないだろ
うか。
こうして「正しい情報を発信」し、「正しい情報を得て」、日
頃からの「教育」を丁寧に行い、「地域」が一丸となって立ち
向かえば世の中を明るく変えていけるのではないか。

「社会を明るくするために」
推進委員長賞
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さくら小学校　
6年生　　　 　　兵藤　杏樹さん

ひょうどう　　 あん じゅ 仰高小学校
6年生　　　 　　岩井　まゆさん

いわ  い　　   ま ゆ

巣鴨小学校　 6年生　　　 石田　妃里さん
いし　だ　　　 き　 り

西池袋中学校　
2年生　　　　池田　百花さん

いけ　だ　　　 もも か

駒込中学校　 2年生　　　　  池田 　紗也さん
いけ だ 　 　 　 さ　や

西巣鴨中学校　 2年生　　　　  金髙　史香さん
かねたか　　 ふみ か
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雪岡　忠義さん
ゆきおか　　ただよし

かぎられた命
優秀賞

　命とは形では見えないものです。そしてだれも
が大切だと感じるでしょう。大切なものならずっと
そのままでいてくれたらいいのにと思います。でも
悲しいことに命にはかぎりがあります。そのかぎり
がいつまでなのかも全く分かりません。ぼくは3つ
のことを取り上げて命について考えてみました。
　まず1つ目はコロナウィルスです。このウィルス
によって命を落とした人がたくさんいました。国内
の死ぼう者数は9月17日現在1,473人にもおよぶ
そうです。今でも油断はできない状きょうが続いて
います。ニュースを見ていると、命がけで立ち向か
っているお医者さんやかんごしさんの姿が映って
いました。ぼくはこの時、自分の命をぎせいにして
まで働いている人たちがいることを知りました。そ
ういった人たちのためにもぼくたちは感せん予防
をしっかりして少しでも感せん者数をへらしてい
くことが大切だと思いました。どんな小さなことで
もいいから、一人一人が意識して今できることをす
ればいいんだと思います。例えば、うがいや手洗い
をすること、ソーシャルディスタンスを守ることで
す。大好きな学校が休校になってしまったのはとて
もさみしかったけれど、命を守るためだから仕方な
いのだと考えました。これ以上人の命がうばわれ
ていくのはいやです。5月29日の空を見た人はいま
すか。医りょう機関への感謝の気持ちをこめてブル
ーインパルスが空を飛んでいました。ちょうどぼく
の家の真上を飛んで行きました。すごくはく力があ
ってかっこよかったです。きっと医りょう機関の人
たちにありがとうの気持ちがとどいているはずで
す。ぼくも心からお礼を言いたいです。
　2つ目は道徳の教科書で読んだ「命の詩」です。ぼ
くはこの詩の中で、命は電池みたいだと例えてひか
くしているところがすごい発想力だなと思いまし
た。この詩を書いたのは小学4年生のみやこしゆき
なさんという女の子です。電池はいつか切れるけど

朋有小学校　
５年生 宮本　来夢さん

みやもと   らい  む

さくらねこ
優秀賞

駒込中学校　
2 年生

たった一つしかない命
優秀賞

煌く明日の明るい社会のために
優秀賞

目白小学校　
６年生 神農　凌さん

かんのう りょう

駒込中学校 2年生 大川　紗奈さん
おおかわ　 　 さ　な

取りかえればまた使える、でも命はいつかなくなる
けど取りかえることができないと言っているので
す。ゆきなさんがこのように感じたのはきっと生き
たくても生きられない状きょうにあったからだと
思います。命をそ末にする人もいるけれど、生きた
くても生きられない子がいることをもっと考える
べきだと思います。ゆきなさんの言葉からは、命の
大切さが強く感じられました。ぼくも親からもらっ
た命を大切にしながら今をせい一ぱい生きていく
ことをこの詩から教えてもらいました。今の自分に
できることを一生けん命やっていこうと思います。
　そして3つ目はひいおばあちゃんがなくなった
時です。はなれて住んでいたので遊びにいくと、と
ても喜んで待っていてくれました。足がいたくても
たくさん遊んでくれました。おそう式が終わって、
四十九日が終わって、月日が流れても、ひいおばあ
ちゃんはいませんでした。食事の時もいつもすわっ
ていた席にいないし、テレビを見るときにすわって
いたお決まりのざいすにもどこにもいませんでし
た。ひいおばあちゃんを電池で取りかえることがで
きるならどんなにうれしいことでしょう。2つ目で
話したように人の命は一度なくしたらどんな方法
を使っても取りかえることはできないのです。ぼく
はひいおばあちゃんの分も一生けん命生きようと
思いました。91年間のかぎられた命でした。
　「命あっての物種」ということわざがあるように、
何事も命があってこそできるということが分かっ
たような気がします。ぼくが今ここにたっていられ
ることはすばらしいことだと感じるようにもなり
ました。自分の命はもちろん大切ですが、周りのみ
んなのことも大切にできる人間になりたいです。ぼ
くがこうして元気に登校できるのは命があるから
です。毎日、怒ったり泣いたり笑ったりできること
は幸せなことだと思いました。一つしかない命を大
切にして、せい一ぱい生きていこうと思います。

　白いポメラニアンの赤ちゃんが家にいて、家族で
そのポメラニアンを可愛がっている、僕は時々こうい
う夢を見る。目覚めて、夢だと確認した時のなんとも
言えない寂しさは、しばらく余韻を残すほどである。
小さいころから動物を飼うのが夢で、何度も両親に
交渉したが、いずれも却下されて終わった。動物好き
の僕にとって、ペット一匹も飼えない現状は、非常に
残念なもので、その思いがしばしば夢を見させるの
かもしれない。
　ペットを飼えない分、動物の存在に敏感になってい
るのか、周りの動物が目につくようになった。僕の住
むマンションの周りには、常連の野良猫が何匹かい
るが、そのうちの茶色の猫の耳が少し変わっている
事に気がついた。なんと、Ｖ字形に切り込みが入って
いるのである。はじめは、怪我をしてしまったのか、も
しくは病気なのかと思ったが、調べてみると、「繁殖で
きないように手術を受けている証」だということがわ
かった。耳が花びらの様な形にカットされていること
から、このような猫を「さくらねこ」と呼ぶらしい。では
なぜ、「繁殖できないように手術を受ける」のだろう
か。
　日本では、年間約35,000匹もの猫が行政により
殺処分されていて、その多くが生後間もない子猫だ
そうだ。
　そもそも、なぜ、殺処分をしなければならないのか
詳しく調べてみると、次のようなことが分かった。
　犬の場合は、「狂犬病予防法」により、飼い主のい
ない野良犬は行政機関が捕獲しなければならない
が、猫を捕獲しなければならないという法律はない。
ただ、一般市民が「拾った」「保護した」といって持ち
こんだ場合は引き取り義務がある。また、飼い主のい
る場合でも、「動物愛護法」により、飼い主から引き取
りを求められた場合には引き取らなければならない。
　こうして引き取った犬や猫がどんどん増えてしまう
と、税金で養い続けるのが難しくなるため、やむをえ
ず殺処分するしかなくなるというのだ。そして、持ち
込まれる猫の多くは、野良猫が産み落とした子猫の
ため、殺処分されるのは子猫が多くなっている、とい
うことのようだ。このような悲劇をなくし、殺処分ゼロ

を実現するために、公益財団法人「どうぶつ基金」と
いう団体が、野良猫を捕獲し不妊手術を施し元に返
すという活動をしているという。それが、「さくらねこ」
と呼ばれる猫の実態だったのだ。
　さて、野良猫が産み落とした子猫にとどまらず、行
政に持ち込まれる犬や猫の中には、「赤ちゃんの頃は
可愛いと思って飼ったが、成長するにつれて思ったの
と違った」という実に身勝手な理由で飼い主に持ち
込まれるというケースも多々あるという。そもそも、
野良猫も元をたどれば、飼い猫だったものが捨てら
れて繁殖を繰り返しているケースがほとんどかもし
れない。つまり、殺処分は人間の身勝手さが招いたと
言っても過言ではない。
　人間は他の動物をペットとして可愛がる一方で、人
間よりも命の価値の軽い種族として捉えがちであ
る。僕は、動物とはいえ自らが望んで迎えた一つの命
を手放すのに、どんな理由があるというのか不思議
でならない。もちろん、突然やむを得ない事情を抱え
てしまう人もいるとは思うが「思っていたのと違った」
「増えすぎた」の様な信じがたい理由で簡単に捨てる
人が飼い主になる資格はないと思う。人間が知力や
体力において優れているならば、全ての命を大切に
できるよう、知恵を使うべきである。ただ、僕自身も夢
にまで見るほどつい簡単に「可愛い、欲しい」と思った
ことは否定できない。いまいちど、動物を飼うことを
真剣に考え、更に、本当に動物を可愛がり動物好きだ
と言えるのはどういうことなのか考えてみた。
　考えた結果、今の僕にできる動物を本当に思うこ
とは、ペットとして飼って可愛がることではなく、まず
は殺処分ゼロを実現させるために協力する事だと思
った。そして、さっそく「どうぶつ基金」について調べ、
お小遣いの中から少額ではあるけれど、活動への寄
付をした。猫の不妊手術には、それこそ人間の身勝手
だという意見もあるようで、それも否定はできない
が、それでも生まれた命がこれ以上残酷な形で消さ
れないようにするための今できる最善策ではないだ
ろうか？
　今夜はさくらねこの夢を見そうである。
　

命、それは誰もがたった一つしかもっていな
いかけがえのない大切なもの。
私は、今までそこまで深く命の重さについ

て考えたことがありませんでした。しかし、最
近ニュースでよく見る黒人差別や道徳の授業
で学び考えるようになりました。
まず、1つ目は人間関係です。私は、一度相
手の気持ちを考えずに言ってしまったたった
一言で相手を傷つけてしまったことがあるか
らです。その後、考えてみて自分が言われたら
嫌な気持になるので謝り解決できました。そ
んな経験をしたとき、言葉の重みが分かった
ような気がしました。軽く言ったつもりでも相
手を傷つけてしまうことがあると知った時から
は、言う前に必ず一度口には出さずに、相手の
気持ちを考えてから言うようにしています。こ
んな小さな出来事でも、命の問題に関係して
くることがあるのです。
また、私は実際に体験したことがあります。
友達から
「いつも笑顔だから、悩み事とか無さそうだ
よね。」
と、言われたことがあります。その一言を言
われた時に、悲しくなりました。どんな人でも
悩みが無い人なんていないと思います。自分
はたくさん悩んでいることがあるのに、と思い
ました。自殺とまではいかなくとも心にグサッ
と刺さりました。人間関係で何回も悩んでき
たことがあるけど、救われたこともあります。
「大丈夫？いつでも相談してね。」
　と、優しく寄り添ってくれた、その言葉だけ
で気持ちが楽になりました。なので、私はたっ
た一言で嬉しい気持ちや幸せな気持ちになる
反面、悲しい気持ちや嫌な気持ちになること
もあると分かりました。これからは、その一言

で相手がどんな気持ちになるかを考えてみて
ください。
2つ目は、ＳＮＳとの関わり方です。今はＳＮＳ
があるのが当たり前、ＳＮＳで色んな人と繋が
るのも当たり前のような時代になっています。
便利で楽しいものでもありますが、誹謗中傷
によって追い詰められて自殺することも増加
しているのです。
私は、スマホを持っていなかった時は仲間は

ずれにされないか心配していたことがありま
す。でも、実際はそんなことはなかったけど、
持っていることに少し安心しています。
また、友達とメールのやり取りをしていると
きに、誤解を生んでしまったことがあります。
何も怒っていないのに、怒っていると勘違いさ
れたことがあり、そのときにお互いに見えてい
ないからこんなことが起こるのだと思いまし
た。そこで、相手の表情や動作どれほど大切な
のかを実感しました。
3つ目は、一日一日を大切にすることです。
私たちは、当たり前のように一日を過ごしてい
ますが、そうではない人もたくさんいます。健
康で何も不自由なく過ごすことができている
ことに感謝しなくてはいけないのです。急に病
気になって、今までの暮らしがなくなってしま
うこともあります。だから、いつ何が起こって
も良いように毎日悔いのない充実した日々を
過ごしていこうと思います。
今まで、命についてあまり考えることがなか

ったが、これからは生き方を見直していきたい
です。また、最近はコロナウイルスにより亡く
なった方も大勢いるので、死は身近にあると
学びました。死を望んでいなかったのに生きら
れなかった人達の分も私は、命を大切に過ご
していこうと思います。

　コロナ禍で毎日、暗いニュースが流れていたけれど、僕
は大切なことを学ぶことができました。
　外出自粛の要請がでて、以前のようにスーパーに家族
で行ったり、すきな『ポケモンセンター』などのお店に行っ
たりすることが困難になり、宅配便や宅急便などの宅配
サービスを使って、ほしいものや生活必需品の多くを届け
てもらうようになっていました。そんな中、ある日、宅配の
人が物を届けに来てくれた時に、お母さんがその宅配の
人にマスクを数枚渡しているのを見ました。今ではいつ
手に入るか分からない、貴重なマスクをあげちゃうの？と
思ってお母さんに聞いてみました。すると、お母さんは、
「今は、お母さんたちはコロナにかからないように外出を
自粛しているかわりに、宅配の人はずっと外に出て働いて
くれているでしょ。けれど、宅配の人にもコロナにかかっ
てほしくない、大切な家族がいるかもしれない。危険をお
かしてまで宅配をしてくれることへの感謝の気持ちなん
だよ。」
と言いました。これを聞いて、今まで外出自粛でつらいな、
と思っていた自分がはずかしいと思いました。最近は不審
者や、犯罪が少し多くなってしまったように感じるけれ
ど、この、マスクで結がる「思いやり」と「感謝」の心こそが、
暗かった社会を明るくすることができると感じました。な
ぜなら、マスクをもらった宅配の人が笑顔になったからで
す。
　宅配の人や地域の人と関係を保ち、交流を深めること
で、わずか数枚のマスクでのつながりが大きくふくらんで
いって、「地域」として犯罪や非行をおこしにくくすること
ができると思い、ほっとしました。これからも日々頑張っ
てくれている人に感謝し、自分のすんでいるまちを、より
あかるくたのしいまちにしていきたいです。
　もう一つ、大切な事を学べた出来事がありました。
　最近は、スーパーが「密」なので、お母さんが一人で買い
物に行くことが多くなりました。そんなある日、お母さん
がある出来事にであいました。
　誰がコロナに感染しているか分からない状況で、それ
でも生活を維持するためにスーパーに来る人たち。けれ
どあまりにも人数が多いため「一方通行」で規制をしてレ
ジまでお母さんが並んでいた時、おじいさんが弁当の買
い忘れに気付き、列をぬけたあと、元の位置に戻ろうとし

ましたが、戻れず、店員を呼びつけて怒鳴りちらしていた
そうです。また禁止されているエスカレーターも勝手に使
う人が現れると、次々とそちらに列をなす人がでてきたと
いうこともあったそうです。僕はこの話を聞いた時、とて
も複雑な気持ちになりました。なぜなら、気が張りつめて
いるお客さんが列に戻れないことで怒鳴る気持ちが分か
るけれど、みんなが密にならない様に一生懸命働く店員
さんに一方的に意見をおしつけるのも、理不尽でおかしい
と感じたからです。ここまで、「人」の話しかしなかったけ
れど、改めて「自分」を考えてみると、自業自得にもかかわ
らず、お母さんに八つ当たりしてしまったことがありま
す。しかし、お母さんはこんな話もしてくれました。
　ほぼ毎日、いろいろな人からクレームを言われ、対応す
るとともに、行列をなす人全ての会計をすませるレジの
人。その人たちも守りたい人がいるかもしれないのに、み
んなのために働いています。だからお母さんが、
「毎日ありがとうございます。大変ですね。」
と言ったら、レジのおばあさんは、なんと、
「いえ、医療従事者の人の方が大変です。」
と言ったのです。そのあと、道端で会っても会話をかわす
ことが多くなりました。僕はおばあさんの決しておごら
ず、常により大変な人がいることを考える、精神の大切さ
に気付くことができ、感動しました。
　今まで話したことの共通点は、「相手をおもいやり、きち
んと考えること」です。僕は日常の中でも「みんな」よりも
「自分」を優先してしまうことがしばしばあります。けれど
今回の出来事を通して、「自分」を優先したら、その分、「相
手」を優先している人が必ずいるということが分かりまし
た。
　最近、ニュースを聞いていると、自殺をしてしまうこと
や、相手を傷つけてしまうこと、わいろをあげてしまうこ
となどがありました。これらに共通していることは「自分
が」苦しい、つらい、自分のために、という「自分」を優先す
る出来事で暗いイメージがあります。だから、僕は、「自分」
を優先しようとする時、たまにでいいから一歩ふみとどま
って、「相手」を優先してみることが、社会を明るくするこ
とに結がると思います。だから、僕もやってみようと決意
しました。小さな努力が大きな明るいものになると信じて
います。

令和2（2020）年11月15日
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